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。
私
の
家
族

・

長
男
の
名
前
は
雄
大
(
ゅ
う

••• 

青空の下で快走
市民総合体行大会が台風13号 の去った

9月 5日(u)、 7会場で18種目行われ、

γf空の下、各地区の代表となった選手が

日ごろの技と力を競い合った。

ゆ
〉げ〉
ゆ
M
ゆ
)(掲
×示

.
水
彩
画
の
サ
ー
ク
ル

水
彩
画
サ
ー
ク
ル
い
ず
み
会

で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

年
2
回
の
屋
外
教
室
を
含

め
、
練
習
は
月
2
固
い
ず
れ
も

午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時
初
分

ま
で
福
祉
会
館
で
。
会
費
は
月

二
千
円
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
み
会

事
務
局
(
電
話
回
|
九
八
九

0
・
9
月
幻
日
以
降
)

・
平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
期
日

9
月
四
日

(
日
)
降

水
確
率
刊
釘
以
上
の
場
合
は
お

日
(
日
)
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
前

市
内
の
中
央
に
あ
る
勝
龍
寺
公
園

だ
い
)
で
、
長
女
は
美
空
(
み

@
私
の
ふ
る
さ
と

く
)
。
大
地
と
空
を
イ
メ
ー
ジ
私
の
ふ
る
さ
と
長
岡
京
市
は

し
て
つ
け
ま
し
た
。

三
人
同
は
京
都
市
か
ら
西
へ
約
十
J
M、

海
に
関
係
す
る
名
前
に
し
よ
う
八
世
紀
に
日
本
の
都
が
置
か
れ

と
今
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
た
長
い
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま

午
前
7
時
加
分
、
参
加
自
由

マ
コ
l
ス
平
塚
駅
|
三
島
駅

|
田
京
駅
・
・
・
葛
城
山
・・
・
狩
野
川

大
橋
・
・
・大
仁
駅
|
=一
品
駅
1
平

塚
駅

マ
持
参
す
る
物
弁
当
、
雨
具
、

交
通
貨
二
千
七
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
包
括
担
|
三
四

O
こ

-
音
楽
会
へ
の
お
誘
い

マ
日
時
日
月
M
日
(
木
)
午

後
2
時

5
4時
、
入
場
自
由

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
演
奏
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
グ
ラ

ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
岡
田
知
之

打
楽
鴇
合
奏
団
ほ
か

ト
ー
ン
、
画
集
、
医
瞭
用
マ
ッ
ト
レ

ス。
隠
っ
て
く
だ
さ
い

自
転
車
用
子

供
シ
l
ト
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

(A
m一、

B
型
、
双
子
型
)
、
男
児
用
子
供

服
、
ぶ
ら
ん
こ
、
簸
製
ベ
ビ
l
キ
ャ

リ
ー
、
ソ
フ
ァ
ー
、

一一
段
ベ
ッ
ド
、

ホ
l
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
、
抑
除
機
、
琴
、
悲
布
、
終
盤
、

ち
で
す
。

緑
美
し
い
竹
林
や
、
朝
掘
り

た
け
の
こ
の
名
産
地
で
あ
る
ほ

か
、
長
問
天
満
宮
、
光
明
寺
、

乙
訓
寺
な
ど
の
史
跡
が
ま
ち
を

包
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
勝
龍

寺
公
園
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。戦

国
時
代
、
明
智
光
秀
の
娘

「玉」

、
後
の
「
細
川
ガ
ラ
シ

ャ
夫
人
」
が
幸
福
な
新
婚
時
代

を
過
ご
し
た
城
と
し
て
知
ら
れ

る
勝
龍
寺
城
跡
を
公
園
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
、
昨
年
の
四

月
完
成
し
ま
し
た
。
休
み
と
も

な
る
と
、
市
民
ば
か
り
か
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

@
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

約
四
年
前
に
平
塚
に
来
ま
し

マ
曲
目
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲、

剣
の
舞
、
ト
ル
コ
行
進
曲
、
赤

と
ん
ぼ
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
大
磯
日
校

P
T
A
・
学
年
委
民
会
事
務
局

(屯
話
詑
|
八
二
三
五

・
午
後

5
時
以
降
)

・
パ
ザ
l
に
ご
協
力
を

社
会
福
祉
法
人
相
陽
学
園

(
屯
話
M
|
五
三
一
二
)
で
は

バ
ザ
ー
を
開
く
。
ご
家
族
で
お

出
掛
け
を
。

マ
日
時
叩
月
刊
日

(臼
)
午

後
1
時
3
3時

マ
会
場

精

陽

学
園
駐
車
場

な
お
、

当
日
の
パ
ザ
l
用
と

し
て
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ

印
∞
バ
イ
ク
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
お
ま
る
、
子

供
用
英
会
話
ビ
デ
オ
教
材
、
ベ
ビ
ー

パ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
、
監
理
だ
ん
す
、

自
転
車
、
冷
蔵
庫
、
洗
溜
機
、
剣
道

防
具
一
式
、
植
物
画
テ
キ
ス
ト

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ
く

り
幌
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

ヘ。

た
品
物

(衣
類
は
新
品
)
が
あ

れ
ば
、

9
月
初
日
(
木
)
ま
で

に
ご
提
供
を
。

-
写
真
の
仲
間
を
募
集

湘
南
若
誕
ク
ラ
ブ
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。

年
数
回
の
野
外
撮
影
会
の
ほ

か
、
普
段
の
活
動
は
自
由
。
定

例
会
は
月
1
回
、
第
2
日
間明日

の
午
前
日
時
か
ら
ロ
時
ま
で
中

央
公
民
館
で
。
会
費
は
月
五
百

円。
問
い
合
わ
せ
は
、
湘
南
若
諜

写
真
ク
ラ
ブ
事
務
局
(
電
話
出

l
八
四

一
六
)
へ
。

-
合
唱
の
団
員
を
募
集

湘
南
ミ
ロ
ウ
ァ
テ
で
は
女
声

合
唱
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

会
員
は
現
在
お
人
。
創
立
叩

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

(
来
年

6
月
を
予
定
)
に
向
け
て
練
習

中
。
練
習
は
毎
週
水
曜
日
午
前

叩
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
背
少

年
会
館
で
。
会
費
は
月
三
千
五

百
円
。問

い
合
わ
せ
は
、
湘
南
ミ
ロ

ウ
ァ
テ
事
務
局
(
電
話
M
l
三

七
五
七
)
へ
。

-
ビ
ー
ズ
す
み
れ
の
会

ピ
1
ズ
織
り
す
み
れ
の
会
で

は
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

ビ
ー
ズ
を
織
り
あ
げ
、
ブ
ロ

ー
チ
、
バ
ッ
グ
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト

な
ど
を
作
る
会
。
銀
ま
り
は
毎

月
第
2
木
昭
日
午
後
2
時
か
ら

4
時
ま
で
中
央
公
民
館
で
。
会

費
は
3
か
月
四
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ピ
l
ズ
織

り
す
み
れ
の
会
事
務
局

(
屯
話

n

l
一
九
四
二
へ
。

-
五
重
奏
団
の
演
奏
会

マ
日
時
叩
月
幻
自
(
金
)
午

後
7
時
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
演

饗

マ

ー
フ
ィ
ー
木
管
五

重
饗
団

マ
曲
目
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

「
ア
メ
リ
カ
」
ほ
か

マ
入
場
料
大
人
四
千
円
、
高

校
生
以
下
二
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
湘
南
音
楽

協
会
(
電
話
幻
l
二
四
八
六
)

@
乙
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ク

ル
や
団
体
の
掲
示
板
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
の

ベ
1
ジ
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
。

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

••• 

た
。
最
近
で
は
、
パ
パ
が
休
み

・

の
と
き
に
海
岸
ま
で
サ
イ
ク
リ

リ

ン
グ
そ
し
て
い
ま
す
。
海
の
あ

一

る
ま
ち
っ
て
い
い
で
す
ね
。

一

ま
た
、
子
供
が
小
さ
い
の
で

一

よ
く
公
園
に
行
き
ま
す
が
、
タ

一

パ
コ
、
菓
子
の
袋
、
犬
の
フ
ン

一

な
ど
が
あ
り
意
外
と
汚
れ
て
い

一

ま
す
。
子
供
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
な

一

の
に
砂
場
に
犬
の
フ
ン
が
あ
っ

一

て
ひ
ど
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

一

〈募
集
V

自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

一

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
さ
い
。

一

O
送
り
先
一

T
m平
塚
市
浅
間

一

町
9
1
1

平
摩
市
広
報
広
聴

ト

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係

“

••• 

遺
書

言
葉
を
僧
や
す

三
歳
の
A
ち
ゃ
ん
は
、
な
か
な
か
言
葉
が

増
え
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
は
、

A
ち
ゃ
ん
が
絵
本
を
見
始

め
る
と
、
そ
ば
に
行
っ
て

「ほ
ら
、
こ
れ
は

ラ
イ
オ
ン
。
ラ
・
イ
・
オ

・
ン
っ
て
言
っ
て

ご
ら
ん
」
な
ど
と
、
党
え
さ
せ
よ
う
と
し
て

き
ま
し
た
。

A
ち
ゃ
ん
は
教
え
ら
れ
た
言
葉

を
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

日
常
生
活
で
自
由
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
心
配
し
た
お
母
さ
ん
は
相
談

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、

言
葉
と
い
う
も

の
は
、
子
供
が
学
習
し
、
自
ら
獲
得
し
て
い

く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
習
と
い
う

と
、
お
母
さ
ん
は
す
ぐ
に
教
え
る
も
の
と
考

え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

子
供
が
言
葉
を
党

え
て
い
く
様
子
を
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
教

え
た
り
訓
練
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
い

つ
と
は
な
し
に
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
く
は
ず
で
す
。
実
際
、
親
が
教
え
も
し

な
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
子
供
は
も
と
も
と
学
習
す
る
こ

と
が
好
き
で
、

子
供
な
り
に
知
る
喜
び
、
わ

か
る
う
れ
し
さ
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
も
、
そ
れ
は
遊
び
の
中
で
こ
そ
十
分

に
発
揮
で
き
る
も
の
な
の
で
、
お
母
さ
ん
は

絵
本
で
言
葉
を
教
え
よ
う
と
あ
せ
ら
な
い
こ

と
で
す
。

「あ
っ
、
ラ
イ
オ
ン
さ
ん
だ
。
ガ

オ
l
、
怖
い
よ
。
逃
げ
ろ
逃
げ
ろ
」
な
ど
と

絵
本
で
遊
ぶ
よ
う
な
つ
も
り
が
よ
い
の
で

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
お
母
さ
ん
に
読
ん
で

も
ら
う
な
ど
の
こ
と
を
子
供
が
喜
び
、
楽
し

ん
で
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
供
が
指
を
さ
し
た
り
、
も
っ
と
や
っ
て

欲
し
い
と
催
促
し
た
り
す
る
様
子
が
う
か
が

え
た
ら
、
こ
う
し
た
。
一言
葉
遊
び
。
を
続
け

て
あ
げ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
哲
小
学

校
北
側
電
話
お
l
六

O
一
二
)

第21固湘南湖来ハゼ釣り大会社会福祉展心&れあうまちづくり

守 ノ/園

子寺島/
ぬ守叱

-. 

。 開催日 9月23日 (祝 )

ただし荒天の場合は 9月26日(日)

。会場湘南潮来(相 模川)
・ 受付朝務河畔緑地で午前 7 時~10時

・申し込み 所定の申込曾にて 大 会 当 日 受 付

へ。ただし、中学生以下は保範者同伴か同

意容が必要

・競技方法 さお、仕掛け、 えさ自由

【申込書】 はせ川釣具底、奥ì~!繁八釣具底、西
野つり兵底、秋巡釣兵1苫、みとめや釣具J苫、すず

き釣具I苫、下嶋釣具1苫、銀鱗盆、 二宮魚苑、宮戸

釣具l吉、森釣具1苫、蒲田ボートm、片倉ボートマ

リーナ

.問い合わせ 商楽観光課観光 係 ( 内 線549)

知ってくだ、さい。福祉の専門后「社会福祉協議会」

とき 9月 30日(木 )----10月 5日(火)

午前1(9時v 午後 6時30分

市民フ。さラザところ

介

タ

紹

ン

ル

セ

ネ

ア

一

品
ハ

ケ

ナ

疫
イ
示
一

ヒ
デ
展
コ

と

に

品

売

b

d
F

〕

F

P

抑
片
山
山
仰

関
J
U

設
'製

仰
い
む
施
，所

枇

A
祉
灘

1
補

闘
・福

イ
守

容
品
開
背
寄
域

的
h

徴
。
障
噌

t包括33-2333平坦京市社会稲祉協議会ぽ向い合わせ
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国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
を

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
人

間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

マ
受
診
で
き
る
方
平
塚
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
か
っ

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
で
1
世
帯
1
人。

①
刊
歳
以
上
(
昭
和
羽
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方

②
平
成
4
年
4
月
1
日
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

③
平
成
4
年
度
以
前
の
保
険
税

を
す
べ
て
納
め
て
い
る
方

マ
受
診
人
数
何
人
(
申
し
込

み
多
数
の
と
き
抽
選
)

マ
受
診
機
関
と
向
己
負
担
額

共
済
病
院
(
二
万
三
千
六
百

九
十
円
)
、
市
民
病
院
(
二
万

三
千
五
百
四
十
円
)

マ
申
込
期
限
叩
月
日
日
(
金
)

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
制
作
(
各
地
区
公
民
館
、
ひ

ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
4

、
保
険

年
金
課
に
あ
る
)
を
保
険
年
金

諜
給
付
係
(
内
線
二
四
七
)
へ
。

未
就
園
児
を
対

象
に
尿
検
査
を

市
で
は
、
円

(じ
ん
)
臓
疾

患
の
早
期
発
見
お
よ
び
予
防
対

策
を
は
か
る
た
め
、
未
就
園
児

童

(
4
・
5
歳
児
)
を
対
象
に

原
検
査
を
行
う
。
受
検
無
料
。

マ
実
施
目

印
月
初
日
(
木
)

平成5年 9月 15日〈フ〉

痴
ほ
う
の
相
談

{老
人
性
痴
ほ
う
疾
患
相
談
}

マ
日
時

9
月
幻
自
(
水
)
午

後
l
時
泊
分
1
3時
叩
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象

お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
ぼ
け
に
悩
ん
で
い
る
方

{老
人
性
痴
ほ
う
疾
患
予
防
教

詳
し
く
は
、
容
川
市
を
配
布
す

る
際
に
説
明
す
る
。

申
し
込
み
は
、
叩
月
日
目

(
金
)
ま
で
に
電
話
で
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)
へ
。

イ
ン
フ
ル
エ

ン

ザ
の
予
防
接
種

マ
期
間

日マ
対
象

3
歳
以
上
日
歳
未
満

(中
学
3
年
在
学
中
も
含
む
)

の
方

マ
料

金

無

料

マ
接
秘
方
法
開
業
医
、
病
院

で
4
週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種

す
る
。
接
種
目
は
医
師
と
相
談

を。マ
持
参
す
る
物

叩
月
1
日
1
2
月
お

保
険
証
、
母

室
}

マ
日

時

叩

月
5
日
(
火
)
午

後
1
時
泊
分
1
3時
釦
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
講

師

盟

マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

一市民病院が全土曜日休みに…一一T

市民病院では週休 2FH告IJの岩手入により、今年の lJJから
外米;診械のみ第 2・第 4ごとめ1.11;を休みとしてさきたが、 10JJ
からすべての土附Hが休みとなる。ご ア殺を。 なお、救急
忠者については今までどおりの対応、となるゆ
・災胞11 10月 2 円(土) ~
・1ニiぽ11の面会時間午前10時~午後 7時(各病棟にある
耐 会・-/t;s簡に氏名を記入のうえ出会を)

• J勾い《わせ先市民病院庶務課(屯話32-0015)

子
手
帳
(
就
学
前
の
幼
児
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

健

康

課

(内
線
二
六
O
)

大
学
今
井
幸
充
医
師

マ
内
容
痴
ほ
う
に
な
ら
な
い

た
め
に

※
申
込
先

平
塚
保
健
所
(
包

括
詑

l
O
一一ニ

O
)

食

事

川
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l もは肪塩子添栄 聾予をンが原血
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(大 ル の取多え食パた つるこ との起動
健瓶コ⑥物 泣 いめ司王ラめてことれでこ脈
康 一 l 野をは物に ンのくとにた、る硬
謀 本ル菜と少は ②ス食るがよ食バ場化
)まはやるな控③砂を事。必り事ラ合が

高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
高
齢
者
の
健
康

管
理
は
重
要
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
健

や
か
に
老
い
る
こ
と

は
、
高
齢
者
の
自
立

を
促
し
、
さ
ら
に
寝
た
き
り
老
人
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。
高
齢
者
の
健
康
の
基
本

は
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
と
栄
旋

を
考
え
る
こ
と
。
栄
謎
紫
の
摂
取
と
い
う
怠

味
で
食
事
は
大
切
で
あ
る
。

で
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
食

事
を
考
え
て
み
よ
う
。

寝
た
き
り
の
原
因
で
は
、
脳
卒
中
と
骨
折

が
多
い
。
今
回
は
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
障

害
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
脳
卒
中
は
、
高

お《やむ0)~ωaωæ，~æ，@守吉守
動物は愛情と責任をも って育てよう。

最近、犬や猫の苦情が:WIえている。

飼 い主 の方は、次のことをよく守って

他人に迷惑をかけないようにしよう。

.近所に迷惑をかけ怠い仙配りを

・必要怠ければ不妊、去勢手術を

.犬の甑歩はふんの始末と引き鋼の

着用を

.犬 の 鼠 し 飼 い は 危 険 。 絶 対にやめ

よう

環境衛生管理課. ~É!当

財津和夫コシサード

10月22日(金)
午後 6時30分開演

市民センター

く〉日時

A官官4，000円

-前売所 市 民セ ンタ一、 チケ ットセソ

ン、 チケッ トぴあ(長崎屋 4階)、ヤンレイ

レコード(ラスカ 4階)、稲元屋楽器底、 サ

クラ.，吉本l苫ほか。 官電話予約受付は、市民

センターで行っている。

・問い合わせ市民センター電話32-2235

S席 4，500円、

く〉会場

-入場料
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学
生
の
部

・
団
体
の
部

5
人
1
組
(
学
年

は
問
わ
な
い
)
1
団
体
1
チ
l
ム

マ
申
込
期
限

9
月
初
日
(
月
)

マ
申
込
先
平
塚
球
場
内
体
育
課

(
電
話
出
|
三
O
六
O
)

avボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

マ
日
程
叩
月
M
日
(
木
)
i
u

月
M
臼
(
水
)

・
全
6
回

マ
会
場
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ

ン
タ
ー

(藤
沢
市
江
の
島
)

マ
内
容
①
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
②
高
齢
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
③
外
国
籍
県
民
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

マ
対
象
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
・
各
コ
1
ス
叩
人

(
多
数
の
と
き
抽
選
)

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
で

県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

推
進
担
当

(
干
却
横
浜
市
中
区
日

本
大
通
り
お
)
へ
。

-
住
宅
謂
査
に
協
力
を

m月
1
日
(
金
)
、
全
国
一
斉

に
住
宅
統
計
悶
査
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
に
併
せ
て
、

9
月
幻
自
(
祝
)

か
ら
調
査
員
が
対
象
と
な
る
家
庭

を
お
伺
い
す
る
の
で
、
ご
協
力

を
。
詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
統

--i
:，i
一

ベ
ル
マ
l
レ

平

整

備

条

件

の

主

な

も

川

計
調
査
担
当
(
内
線
三
四
八
)
に

…'ι
:明

・…

塚
の
活
躍
に
よ
り
①
観
客
席
が

一
万
五
千

納

お
尋
ね
を
。

市
民
応
援
団
が
組
織
さ
れ
、
市
収
容
で
き
る
こ
と
②
照
明
が

ぬ

・

福

祉

芸

能

の

集

い

が

9

・、

民
の
声
援
も
盛
り
上
が
っ
て
い

一
千
五
百
勺
以
上
あ
る
こ
と

〕お

福
祉
芸
能
の
集
い
実
行
委
員
会

ま

す

。

③

問

×

侃

討

の

芝

面

で

、

常

時

以

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
公
演
を
開

1
1
リ

1
グ
で
優
勝
を
飾
緑
を
保
つ
洋
芝
で
あ
る
こ
と
、

山間

く。

}

3

2

'

り、

J
リ
l
グ
入
り
が
期
待
さ
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ね

マ
日
時

9
月
初
白
(
臼
)
午
前

庭

一

℃

備

れ
て
い
ま
す
が
、
ホ
l
ム
グ
ラ
市
で
は
、
平
塚
の
よ
り

一
倍

以

日
時
開
演

一明

マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
l
ル

九
州
以

J

涜
包

ウ
ン
ド
と
な
る
平
塚
競
技
場
の
の
活
性
化
と
市
民
の
み
な
さ
ん

"
日明

マ
入
場
料
無
料

法

刻

、

大
幅
な
改
修
が
必
要
だ
と
聞
き
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

勺
Ah
v問
い
合
わ
せ
先
福
祉
政
策
練

3

庭

信

4

ま
し
た
。
改
修
計
画
は
ど
う
な
う
、
提
示
さ
れ
た
条
件
柔
ふ

庶
務
担
当
(
内
線
二一

七
)

以

L
~

の

故

れ

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
l
ズ
ン
の
J
リ
l
グ
の
閉
幕
に

w
・

湘

南

で

土

器

づ

く

り

縦

一

品
棟

以
…ふ
ゴ
弓
γん
お

私

自

誌

紅

白

m
m
u
p
u
Z日

(
臼
)
午
前

嶋

一

一

入

涯

学

で

f
i
o
-
-
;
L
塚
の
J
リ

ー

ク

入

童

保

を

ま

て

い

ま

す

。

工

判明

マ
審

議

議

小

学

校

制

強

-

一

侠

糠

河

内
パ
わ
れ
わ
十
九
日
仁
川
刊
付
時
訪
れ
銭
円
m
w
w
u
p
u
b料
似
点
的
向
上
締

潟
、-m

一

7

一

競

ズ

が、

J
リ
1
グ
に
加
盟
す
る
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ぬ

吉
田
元
首
相
銅
像
前
太
平
洋

以

.J

一

一

J
叡

一

は
、
提
示
さ
れ
た
設
備
な
ど
の
ベ
ル
マ

1
レ
平
塚
に
、
こ
れ

で

自
転
車
道
こ
ゆ
る
ぎ
の
浜

正

一

-

1

2
シ

条
件
を
満
た
し
た
ホ
l
ム
ス
タ
か
ら
も
ご
戸
援
を
お
願
い
し
ま

お

鴫

走

…

…

来

ン

1
ズ
人

ま
で
に
一
万
八
千
五
百
人
の
ス
タ
ン

ド
、
一
千
五

J

平

来
J
ア
ム
を
備
え
て
い
る
と
と
が
す
。

紛

れ

諸

J
u
u

一
千
円
、
小

M
帥
百
ル
ク
ス
の
照
明
、
洋
芝
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
完
成
す
る

必

要

と

な

り

ま

す

。

(

総
合
公
園
管
理
事
務
所
)

一流

マ
定
員
河
人
(
多
数
の
と
き
抽

ぴ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

選
)

や

γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
や

一

同
阿
問
問
問
回

一

4

4
 

ゆ

社

会

福

祉
基
金
は
、
地
媛
一
幅
五
千
百
八
十
四
円
、

小
林
定
義
吋

川
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
五
万
円
、
宝
塚
品
宙
開
拍
協
同
組
合
・一
門

+

に

使

わ

れ

る

。

平

塚

料

理

飲

食

庖

組

合

・
湘
南

+

ゆ
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
カ
ラ
オ
ケ
差
曇
各
十
万
円
、
ゆ

吋
協
議
会
(
電
話
お
l
二
三
三
三
)
鈴
木
源
次
郎
・

ム
1
ミ
ン

・
湘

川

村

へ

。

(

敬

称

略

)

南
親
和
会
各
一
万
円
、
匿
名
+

や

マ

社
会
福
祉
基
金
へ

・
岡
本

一
千
円

吋

吋
フ
ミ
子
百
万
円
、
原
田
チ
エ
マ
児
貧
福
祉
へ
・

熊
潜
行
字
吋

判
子
四
千
十
九
円
、
市
役
所
募
三
万
円
、
匿
名
一
千
円
ム
十

咋
金
箱
一
万
八
千
百
六
十
三
円
、
マ
埜
藷
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
吋

吋
磯
部
和
男

二
十
万
円
、
日
本
二
千
円

川

村
さ
っ
き
協
会
平
塚
支
部

三
万

マ

交
通
遺
児
へ
・

内
訳
栄
一
+

や
円
、
不
二
家
平
塚
工
場
医
務
室

一
千
円
、
阿
部
康
治
一
万
円
や

仲

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ匂

マ
持
ち
物
弁
当
、
健
康
保
険
証
、
勤
め
の
方
刊
人
(
抽
選
)

エ
プ
ロ
ン
(
土
器
づ
く
り
用
)
マ
内
容
超
電
導
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
参
加

1
カ
l
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

希
望
者
会
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
な
ど
の
先
端
的
な
技
術
紹
介

齢
、
也
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
で

叩
月
日
日
(
月
)
ま
で
に
、
大
磯
住
友
重
機
械
工
業
平
塚
研
究
所
総

町
役
場
経
済
観
光
線
商
工
観

光

係

務

幌

(
干
矧
平
線
市
夕
陽
ケ
丘
臼

(〒
邸
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
一
八
|
却
・
電
話
幻
|
八
四
O
O
)

一
一
了
也
話
日
|
四
一
O
O
)
へ
。
へ
。

A
V
人
権
公
演
を
聞
く

マ
日
時

9
月
幻
自
(
祝
)
午
後

2
時
開
演

マ
会
場
新
都
市
ホ
1
ル

(横
浜

そ
ご
う
9
階
)

マ
内
容
「
一
人
芝
居
」
宋
宮
子

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
政
策
課

庶
務
担
当
(
内
線
二一

七
)

A
V
園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時
四
月
8
臼
(
金
)
午
前

9
時
却
分

t
u時
叩
分

マ
会
場
県
民
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
間
師
園
芸
研
究
家
浅
間
己

代
治
氏

マ
内
容
花
木
・
庭
木
の
手
入
れ

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー

(屯
話
幻
|
O
五

九
一一一
)

-
先
端
技
術
の
講
座

マ
日
程
凶
月
9
日
(
土

)
1
u

月
日
日
(
土
)
の
毎
週
土
曜
日

・

全
日
回

・
時
間
午
後
1
時
却
分

t
5時

O
T
 

qi
ヲ
フ

マ
会
場
住
友
重
機
械
工
業
平
塚

研
究
所
本
館
大
会
議
室

マ
対
象
県
内
に
お
住
ま
い
か
お

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
工

学
市
良
宅

(氾
活
関
l
一
一
二

一

)
A
V
国
連
の
施
設
見
学
会

国
連
協
会
平
塚
支
部
で
は
、
ハ

ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
と
長
崎
め
ぐ
り
の

旅
の
参
加
者
を
詩
集
す
る
。

マ
日
程
叩
月
お
H

(月
)
5

U

臼
(
水
)

マ
コ
1
ス
平
即
時
1

羽
田
l
福
岡

|
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
l
長
崎

(大

浦
天
主
注
、
グ
ラ
パ
I
図
ほ
か
)

!
平
戸
l
伊
万
単
一
l
太
宰
府
天
満

宮
|
福
岡
|
羽
田
l
平
塚

マ
参
加
賀
六
万
七
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
諮
煤

(
内
線
五
九
七
)

-
少
年
少
女
剣
道
大
会

マ
日
時

叩
月
口
日
(
日
)
午
前

8
時
叩
分
1
午
後
5
時
泊
分

マ
会
刷物

平
塚
総
合
体
育
館

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
小

学
1
年
生
ら
中
学
3
年
生
の
男
女

マ
種
目

-
個
人
の
部
小
学
1
年
の
部
、

2
年
の
部
、

3
年
の
部
、

4
年
の

部、

5
年
の
部
、

6
年
の
部
、
中

寺
巡
由
晃
医
師

マ
内
容
子
供
の
健
康
を
考
え
る

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課
(
内

線
二
五
九
)

A-身
障
補
装
具
相
談

マ
日
時
日
月
日
日
{
水
)
午
後

1
時
1
2時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
内
容
耳
鼻
科
相
談

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
包
福
祉
課

障
害
福
祉
係

(内
線
二
二
ご

av健
康
講
座
を
開
く

マ
日
時

9
月
M
目
(
金
)
午
後

2
時

t
3時
却
分

マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院

マ
間
師
済
生
会
来
日
良
和
田

円拍
子
さ
ん

マ
内
容
薬
と
健
康
に
つ
い
て

マ
参
加
料
無
料

一〉
問
い
合
わ
せ
先
済
生
会
平
塚

病
院
(
宿
泊
幻
l
O
五
二
O
)

A
V
防
火
管
理
者
講
習
会

マ
日
時
叩
月
犯
日
(
木
)
、
羽

田
(
金
)
午
前
9
時
5
午
後
5
時

マ
会
場

M
N
ピ
ル
日
階
ひ
ら
つ

か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
第
2
会
協常一

マ
定
員

百
五
十
人
(
先
着
順
)

マ
受
付
叩
月
5
臼
(
火
)
1
8

日

(金
)
午
前

9
時
1
午
後

5

時
、
消
防
庁
舎
相
談
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
予

防
線
予
防
係
(
内
線
三
九
四
)

A
V
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を

日
月
日
日
(
休
)
か
ら
げ
日

(
臼
)
ま
で
の
1
週
間
は
、
違
反

建
築
防
止
週
間
(
建
設
省
)
。

建
築
指
導
課
(
内
線
六
O
七
)

で
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

凶
月
M

H
(木
)
に
市
内
を
ニ
つ
に
分
け

て
迎
反
建
築
物
を
中
心
に
建
築
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。
ご
協
力

を
0.

東
海
大
学
公
開
講
座

マ
H
時

叩

月

2
H
(土
)
午
後

1
時
加
分
5
4時
却
分

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎
松

山
川
記
念
館

マ
内

容

①

「脳
と
心
|
変
は
脳

宇
佐
情
性
化
し
育
て
る
」
屯
子
技
術

総
合
研
究
所
松
本
元
氏
②

「
脳
の
記
憶
機
能
を
モ
デ
ル
化
す

る
」
東
海
大
下
助
教
授
深
井
朋

樹
氏

マ
入
場
料

の
誘
導
法
)

マ
申
込
先
社
会
福
祉
協
誠
会

(
電
話
お
l
一
一
三
三
三
)

av公
図
閲
覧
が
有
料
に

不
動
産
登
記
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
樟
の
施
行
に
伴
い
、

m月

1
日
(
金
)
か
ら
地
図
に
準
ず
る

図
面
(
公
図
)
の
閲
覧
が
有
料

(
図
面
1
枚
に
つ
き
四
百
円
)
と

な
る
。
ご
注
意
を
。
法
務
局
。

av生
ご
み
処
理
器
配
送

市
で
は
、

9
月
日
目
(
祝
)
か

ら
生
ご
み
処
理
器
を
、
毎
週
木
曜

日
に
各
家
庭
へ
配
送
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
は

が
き
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
型
式
、
個
数
を
環
境
衛
生
業

務
課
(
内
線
五
三
O
)
へ
と
連
絡

を
。
日
程
を
調
整
の
う
え
お
届
け

す
る
。

-
子
供
の
健
康
講
演

マ
日
時
叩
月
日
日
(
水
)
午
後

1
時
却
分
5
3時

マ
会
場
中
央
公
民
館
小
ホ
l
ル

(保
育
室
あ
り
)

マ
講

師

県

立
足
柄
上
病
院
長

い

し

ぼ

と

け

b
の

が

た

応
仏
物
語
り

(8) 

手帳

平成5年 9月寸 5日

ル
沿
っ塔

り
ま
す
。
立
文
五
年
二
六
六

五
年
)
は
、
今
か
ら
三
百
三
十

年
前
に
な
り
ま
す
。
塔
の
左
右

に
は
剣
が
二
本
ず
つ
、
そ
し
て

裂
に
は
三
本
あ
っ
て
、
合
計
で

八
剣
に
な
り
ま
す
。

公
所
で
は
、
公
所
神
社
を
ま

つ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
熊

野
社
を
鎮
守
と
し
、
ほ
か
に
八

剣
明
神
社
な
ど
を
ま
つ
っ
て
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
の

『新

編
相
模
国
風
土
記
稿
」
に
あ
る

通
り
で
す
が
、
こ
の
本
に
は
、

八
剣
明
神
塔
は
、
八
剣
明
神

社
の
ご
神
体
と
記
さ
れ
て
い

広報

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

マ
日
程
四
月
6
日
(
水
)
、

8

日
(
金
)
、
日
日
(
水
)
、
日
日

(
金
)
、
初
日
(
水
)

・
全
5
日

・
時
間
午
後
1
時
初
分
3
4時

マ
会
場
福
祉
会
館
第
2
会
議
室

ほ
か

マ
定
円
以
刊
人

(先
岩
順
)

マ
内
容
相
祉
問
演
会
、
体
験
学

習
(
箪
H
L
9
介
助
、
視
力
障
害
者

広報ひらつか
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